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論 文 内 容 の 要 旨 
環境の人為改変・汚染に対する珪藻群集の応答を明らかにするため，大阪湾において採取された表
層堆積物と柱状堆積物の珪藻群集解析をおこない，大阪湾における過去 150 年間の人為環境改変・
汚染と珪藻群集変化の関係を検討した． 
 まず，表層堆積物（OB1〜30）から産出した珪藻を，塩分に関する適応性から 5 つの塩分系列; 
Oligoeuryhaline Polyhalobous (OPH), Euryhaline Polyhalobous (EPH), Mesohalobous (MEH), 
Euryhaline Oligohalobous (EOH) and Stenohaline Oligohalobous (SOH)に格付けした．これら系
列ごとの分布様式を解析した結果，大阪湾に堆積する珪藻遺骸群集はその分布傾向から，湾内に生息
すると考えられる種群（海水／汽水生種）と淡水域から河川水と共にもたらされる種群（汽水／淡水
生種）に区分することができ，特に湾奥部では，そこに接続する河川からもたらされる汽水／淡水生
種によって群集が規制されていることが明らかになった． 
 次に，柱状堆積物（OS1，2，3）から産出した海水／汽水生種は，その時系列変化の傾向により，
人為改変・汚染に対して増加傾向を示す種群と減少傾向を示す種群に区分された．これらの産出量は
1900 年頃から変化しはじめ，また 1960 年頃と 1980 年頃に大きく変化していることが示された．こ
れらの産出傾向の変化を表層堆積物における分布傾向，現在の大阪湾の水質や大阪湾の人為環境改
変・汚染歴史と総合的に検討した結果，珪藻群集の人為環境改変・汚染への応答，すなわち 1）1900
年代〜1960 年代の大阪湾の透明度の低下，2）1960 年代〜1980 年代の陸域からの栄養塩負荷の増大
と埋め立てによる影響，3）1980 年代以降の沖出し埋め立てによる水理環境の変化が示唆された．ま
た，主に 1980 代以降について，現生珪藻群集と，堆積物中から産出する Chaetoceros 属の休眠胞子
とその生態的特徴を検討した．その結果，生産量が高く，堆積物に保存されやすい Chaetoceros 属
の休眠胞子の遺骸が，大阪湾における人為的な環境の改変・汚染を解析するうえで重要な指標となる
ことが示唆された．また現在の大阪湾では湾奥部から湾内に流入する栄養塩の断続的な変化が，休眠
胞子を形成する Chaetoceros 属の生態に対して好条件となっており，その生産量の高さが現在も貧
酸素水塊の形成を助長している可能性が指摘された． 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
珪藻は，塩分や栄養塩濃度などの多様な自然環境要因のほか，人為的水域環境改変・汚染にも規制
されて棲み分けを行っている．筆者は，閉鎖性海域の中でも最も汚染が進んだ湾の１つである大阪湾
を研究対象地域とし，数 10 地点から採取した表層堆積物と３地点の柱状堆積物コアの珪藻遺骸群集
組成を明らかにし，過去約 150 年間の珪藻遺骸群集組成変化と人為環境改変・汚染の時空間変動解
析を試みた． 
まず，表層試料を用いて珪藻の分布様式と水域環境を解析し，珪藻群集は湾内に生息する現地性種
群と河川から運搬された異地性種群に区分できることを明らかにした．次に，この結果を踏まえ，柱
状試料に含まれる内湾性珪藻群集の時空間変動を解明するとともに，大阪湾の水質や人為環境改変・
汚染の歴史を総合的に検討した．その結果，珪藻群集の人為環境改変・汚染への応答は，1900 年代
〜1960 年代の大阪湾の透明度の低下，1960 年代〜1980 年代の陸域からの栄養塩負荷の増大と埋め
立てによる影響，1980 年代以降の沖出し埋め立てによる水域環境の変化であることを明らかにした．
また，研究の中で，これまでほとんど注目されていなかった Chaetoceros 属の休眠胞子が貧酸素水
塊の形成に密接に関連することを示し，この休眠胞子遺骸が人為的な水域環境改変・汚染を解析する
うえで重要な生物指標となることを示した． 
珪藻が内湾域の人為的水域環境改変や汚染の指標として有効であること見出し，人為的水域環境変
化を時空間的に解明した本研究は，第四紀環境地質学の発展に大いに寄与するものであり，博士（理
学）の学位を授与するに値するものと認める． 
